
「気持ちを表す言葉カード」のレシピ  

 

 

〈 ねらい、目的 〉 

 小学校２年生～６年生の国語の教科書（上）巻末には、「言葉のたから箱」の頁があり、その学

年で使えるようになることが望ましい「人物、ものや事柄、気持ちを表す言葉」が収められていま

す。これは、豊かな語彙や言語の知識・技能を，全ての学力を支える基盤として重視し、実生活の

場で生きて働く言葉の運用力を身につけられるようにするためにあります。そこで、「気持ちを表

す言葉」に学年ごとに取り上げ、その意味や例文を学び、遊びながら言葉を意識し、実生活でその

ことばを使って書いたり、話したりできるようにする教材を考えました。 

 

〈 材料 〉  

・２年～６年 学年ごとの「気持ちを表す言葉」一覧プリント ５枚    

・上記の中から各学年の「気持ちを表す言葉」の意味と使い方を書いたプリント２～３種類、 

およびその白紙プリント 各２枚       

・気持ちを表す言葉ビンゴ用紙 ２枚   

・トレーディングカードのクリアポケット   ・カードリング２個  ・のり   

・はさみ  ・定規   ・カッター  ・カッターマット  ・サインペン（黒） 

 

〈 作り方 〉 

① 自分が作りたい対象学年を決める。対象児にふりがなが必要であれば、プリントにふりがな

をつける。 

② 対象学年の「気持ちを表す言葉」の意味と使い方プリントを確認し、切って２枚を貼り合わ

せ、クリアポケットに入れる。 

③ 対象学年の「気持ちを表す言葉」一覧プリントから言葉を４つ選び、白紙プリントに書きこ

み、意味と使い方を調べて書く。 

＊持って帰ってコピーしてから、②の作業を繰り返す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈 使い方 〉 

 

「気持ちを表す言葉」について、その時の表情や身振り等をしてみながら意味や使い方を学びます。

また、ヒントゲームやビンゴゲームで遊びながら、「気持ちを表す言葉」を使う機会を増やし、実

生活で使うことができるようにします。 

 

（１）授業で 1日 1語指導する 

 国語、特別活動等、時間のある時に 1語選んで、その言葉の時の表情、場面、使い方を教えます。

子どもに演技してもらうと盛り上がし、「その気持ち、分かる」と実感しやすいです。 

 

（２）学級全員にカードを配り、すきま時間や課題が早く終わったら、見るように促す 

 トレーディングカードのクリアポケット（４ポケット）に１つの言葉の意味と例文が裏表になる

よう入れて、リングで綴じ、机の横にかけられるようにします。朝自習や、給食準備の間、授業

中課題が早く終わって、待っている時等に見るよう声かけをします。 

 

（３）班ごと、または支援級等では学級全体で、ヒントゲームをする。 

 班に１組、気持ちを表す言葉のカードをパウチして大きく見やすくしたものを準備します。リー

ダー役が１枚引いて、そのカードを隠します。リーダーは、選んだ言葉の横に書かれた意味を声に

出して読み上げ、その表情や様子をして見せ、みんなに「なーんだ？」、と聞きます。言葉の意味

に合う言葉を当て、例文の使い方が分かるようにしていきます。 

 

（４）班ごと、または支援級等では学級全体で、ビンゴゲームをする。 

学年ごとの気持ちを表す言葉の一覧表を見ながら、その中から９つを選んでビンゴプリントに各

自で書くよう促します。書き終わったら、全員一人ずつ、書いた言葉を言っていきます。自分がプ

リントに書いたものと同じ言葉を読み上げられたら、プリントの言葉に〇を付ける。早く２ビンゴ

になった人が勝ち、と伝えておきます。 
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